
第1部

デジタル･アーカイブとセラミック･アーカイブの可能性



第1部一第1章

大塚国際美術館でのパネルディスカッション

宮下孝晴＊

テーマ：「デジタル・アーカイブとセラミック・アーカイブの可能性」

会場：大塚国際美術館（徳島県鳴門市）システィーナ・ホール

期日：2012.1.29

コーディネーター：宮下孝晴金沢大学人文学類教授フレスコ壁画研究センター長

パネリスト（1）栗原祐司（文化庁文化財部美術学芸課長）

パネリスト（2）建石徹（文化庁文化財部古墳壁画室古墳壁画対策調査官）

パネリスト（3）大杉栄嗣（大塚オーミ陶業㈱取締役兼常務執行役員）

パネリスト（4）平田雅男（大塚国際美術館学芸部畠11部長）
(いずれも当時の役職）
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宮下：皆さん、あらためまして、こんにちは。パネルディス

カッションのコーディネーター役を務めます金沢大学

の宮下孝晴です。会場の皆さんには、ご休憩も差し上げ

ないままで申し訳ありませんが、時間も押していますの

で､基調講演に続いてこのままパネルディスカッション

に移らせていただきます。

ステージには、すでに総合司会からご紹介のありまし

たパネリストの方々にお越しいただいております｡私も

基調講演の中で、たびたびお名前を出してまいりました

方々ばかりですが、この顔ぶれを見ていると、会場の皆

さんも直に聞いてみたいことがあるのではないかと思

います。たとえば、私の基調講演をお聞きになってもま

だ、なぜ雪深い北陸の金沢大学が南イタリアの洞窟壁画

調査に情熱を注いでいるのかとか､なぜこの四国の鳴門

に大塚国際美術館が誕生したのかとか、そもそも不思議

なことばかりです。「大塚グループはお金持ちなんだか

ら、ほんとうの美術品を買えたんじゃないの、どっかの

保険会社みたいに・・・」と、私でさえ思います。とこ

ろが、結局は本物の美術品を買わないで、いろいろ物議

を醸しながらも、複製美術館と言ったらいいのか、名画

再現美術館と言ったものを建てました。20年、おそら

く準備期間を入れたら30年くらい長い時間をかけてア

イディアを熟成し、新しい技術を開発し、そして素晴ら

しい建築の、今でもまったく色あせない素晴らしい美術

館を実現させました。そして、今やまさに「もう1度行

きたい美術館」トップの座を占めるまでになったわけで

司一
ノO

それにしても、なんで徳島県の鳴門に？どうして大塚

が？どうしてボンカレーやポカリスエットやオロナミ

ンcの大塚が？・・・という疑問の連鎖は尽きるところ

を知りません。また、どうしてオーミ陶業さんが？とい

う疑問もありますね。オーミ陶業という会社は信楽が本

社ですね。信楽って、あのひょうきんなタヌキの置物で

有名ですよね。タヌキを作っている信楽の陶器の会社が、

どうして絵画の複製を作ることになったかということ

も大いなる疑問ですね。とまあ、いろいろ聞きたいこと

は、会場の皆さんにも山ほどあると思います。

また、文化庁の古墳壁画室の建石さんには、もっと厳

しい質問が出てきそうです。「あの高松塚の問題はどう

するつもりなのか？」というような。質問ではなく、尋

問をしたい方も会場にはいらっしゃるでしょうね｡栗原

＊金沢大学名誉教授

（元)フレスコ壁画研究センター長
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システィーナ・ホールで開催されたパネルディスカッション
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写真展「フレスコ壁画の修復・復元・保存の最前線」（大塚国際美術館）

蝉

写真展「フレスコ壁画の修復・復元・保存の最前線一

（大塚国際美術館）

蕊寒

悪
卜

輪蝿
謹

哲

鎮

醗一ご

’.．、竜鈎

磯
罎
蕊

浄
鋼
，
瀦
寺

識
罫
一 劇,弓，

串『唖.,

伊

鍔恭‘麹：
識

ー

鐸

垂

2

鵜
”、鵜

郵一

識
維
撞
簿
溌
療
）
熱
鋤

輿
躍
霧
鰐
捗
縁
認
謹
輔
鉾

蕊

写真展解説（大塚国際美術館） 鰯f』
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基調講演「フレスコ壁画の修復・復元・保存の最前線」（大塚国際美術館システィーナ・ホール）
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ブの可能性」パネルディスカッション｜デジタル・アーカイブとセラミック

（大塚国際美術館システィーナ・ホール）
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